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令和５年１２月１１日 

平田幼稚園 

園長 田中佳江 

 今週からまた寒くなってきました。インフルエンザも流行っているようです。手洗い・うがいで予防をしたり、

体調がおかしいなと思ったら早めに体を休めたり、受診したりしましょう。 

生活発表会を終えて・・・ 

 先週の８日（金）は『ハートをあわせて にこにこいっぱい発表会』を無事終えることができました。今年の発

表会は学年ごとの発表ではなく、全学年通して発表し、保護者の方にどの学年の発表も見ていただくスタイルにし

ました。たくさんのおうちの方が来られる嬉しさが、子ども達の決めた発表会の名前にあらわれていますね。 

 当日は、遊戯室にたくさんのお客さんがおられるのを見てさすがにどの子もドキドキしたようでしたが、どのク

ラスも一人一人が楽しそうに、また友達と一緒に一生懸命発表できたと思います。それができたのは、クラスごと

に、あるいは一人一人の子どもが発表会への願いをもって取り組んできたからだと思います。 

 年少りんご組は、「毎日遊んでいる乗り物ごっこやお店屋さんごっこを、遊戯室の広い所でクラスの友達と楽しみ

たい」という願いを持っていたので、担任はごっこ遊びからストーリーを考え、いつも使っている遊び物を配置し、

より役になり切れるように衣装を作って、遊びの延長線上で劇遊びが楽しめるように工夫しました。 

 年中き組は、「忍者ごっこの遊びを劇にしたい」「できるようになったことや、見てもらいたいことを修行にしよ

う」「カッコいい忍者になりたいよね」という願いを持ちました。担任は、子ども達の思いを聞きながらストーリー

を考えました。劇に必要なものを子ども達と一緒に作ったり、「忍者らしくするにはどんな動きがいいかな」とイメ

ージを膨らませたりして、クラスの友達と忍者の劇が楽しくできるようにしていきました。 

 年長あお組は、「興味をもった宇宙のことや、これまで遊んだロケットなどのことを劇にして見てもらいたい」と

いう願いを持ちました。担任は、絵本や図鑑、映像などで宇宙のイメージを広げ、「宇宙人が出てくるといいね」「ブ

ラックホールってあるよ」「いろいろな星を探検するのはどう？」など、子ども達からどんどん出てくる発想やアイ

ディアをつなげたり、可能な表現にしたり、共有できるようにしたりして、子ども達と劇を創りました。 

 当日ご覧いただいた、子ども達ののびのびとした表現、元気のよいセリフ、友達と心を合わせて動きや歌、クラ

スの友達と一つの劇や合奏をしようという気持ちなどは、教師側から与えられた活動では出てこないと思います。

日ごろの楽しい遊びがあり、そこから上記に書いたようなそれぞれの願いを持ち、それを担任が受けとめて出来上

がった成果だと思います。また、それぞれの発表の中でハプニングもありました。でも、自分なりに友達の動きを

カバーしたり、思ったように言ったり動いたりできなくても自分で気持ちを切り替えてその後頑張ったりする姿が

見られました。これまでの取り組み通りに力を発揮できることは素敵だけれど、予想できないことが起こった時に

自分なりに考えてみんなで劇をやり通そうとする姿は、本当に素敵でした。幼児期に育ってほしい力が、発表会の

いろいろな場面で見られました。 

 発表というよりみんなで劇をすること自体を楽しんでいる年少児、これまでしてきた劇を見てもらいたい気持ち

と、劇に入り込んで楽しんでいる両面の年中児、自分達の表現したいことを見ている人に伝わるように発表しよう

とする年長児。それぞれ年齢の発達に応じた姿が見られました。当日は、おうちの方々がたくさん来てくださり、

いつもと違った雰囲気に、緊張もしたと思いますが、発表後のクラスを覗いてみると、「あー、緊張したわ！でも、

楽しかった」「見てもらえて嬉しかった」「すっごくがんばったよ！」といった声が聞かれました。自分達の願いに

向かって一生懸命取り組み、人前で発表し、やり切った感や満足感をもつことができたことを感じました。これか

らの大きな自信となることと思います。 

 あたたかい拍手をたくさん 

いただいたり、当日まで体調 

管理や衣装の準備などをして 

支えていただき、本当にあり 

がとうございました。 

 

                  「キャンプへ行こう！」年少児  「忍者の修行だよ」年中児  「宇宙探検、楽しいね」年長児 

サンタさんへのお手紙ボックス 

 １２月２４日はクリスマスイブ。子ども達にとっては、サンタクロースがプレゼントを持ってきてくれるかもし

れない、とっても嬉しい日ですね。幼稚園でも『お楽しみ会』を計画し、サンタさんが来てくれるといいねぇ・・

と話しています。「サンタさんに来てくださいってお手紙書こう」という子ども達の思いから毎年登場している『サ

ンタさんへのお手紙ボックス』。今日、「このボックスにお手紙を入れると、サンタさんに届けてあげるよ」と言う

と、「やったー」「サンタさん、幼稚園に来てくださいって書こう」と子ども達は大はしゃぎでした。きっとこれか

ら、夢と願いの詰まった手紙がたくさんボックスに入れられることでしょう。 


